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衆
議
院
議
員
伴
野
豊
君
提
出
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
安
全
管
理
規
程
及
び
安
全
統
括
管
理
者
の
届
出
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
十
二
月
八
日
時
点
に
お
い
て
、

千
三
百
八
十
九
事
業
者
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
に
つ
い
て
は
、
安
全
管
理
体
制
が
運
輸
事
業
者
に
お
い
て
構

築
さ
れ
、
そ
れ
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
八
月
三
日
に
策
定
さ
れ
た
「
鉄
道

事
業
法
第
五
十
六
条
の
二
（
軌
道
法
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
道
路
運
送
法
第
九
十
四
条
の
二
、

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
第
六
十
条
の
二
、
海
上
運
送
法
第
二
十
五
条
の
二
、
内
航
海
運
業
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
及

び
航
空
法
第
百
三
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
安
全
管
理
規
程
に
係
る
報
告
徴
収
又
は
立
入
検
査
の
実
施
に
係
る
基
本
的

な
方
針
」
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
輸
送
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
事
業
の
運
営
の
方
針
に
関
す
る
事
項
に
係
る
報
告

徴
収
等
に
お
け
る
重
点
確
認
事
項
に
従
っ
て
、
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
の
対
象
事
業
者
は
、
約
五
千
三
百
事
業
者
で
あ
る
。

一



運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
は
、
平
成
十
八
年
十
月
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
平
成
十
八
年
十
二
月
八
日
時
点
に
お
い
て
、

鉄
道
分
野
六
社
、
航
空
分
野
一
社
、
自
動
車
分
野
一
社
、
海
運
分
野
二
社
の
計
十
社
に
対
し
て
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
届
出
さ
れ
た
安
全
管
理
規
程
等
の
内
容
も
踏
ま
え
、
他
の
事
業
者
に
つ
い
て
も
順
次
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

三
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
運
輸
安
全
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
評
価
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
お
い
て
は
、
平
成
十
七
年
五
月
に
福
知
山
線
に
お
け
る
列
車
脱
線
事
故

を
踏
ま
え
て
定
め
た
「
安
全
性
向
上
計
画
」
に
基
づ
き
、
各
種
の
安
全
対
策
を
進
め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
国
土

交
通
省
と
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
安
全
管
理
体
制
の
構
築
に
係
る
一
連
の
取
組
は
相
当
程
度
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
が
、
事
故
の
芽
情
報
の
具
体
的
な
活
用
方
策
の
確
立
、
更
な
る
部
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
、
経
営

管
理
部
門
を
対
象
と
し
た
内
部
監
査
体
制
の
確
立
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
安
全
管
理
体
制
の
更
な
る
改
善
に
向
け
、
よ
り

一
層
の
改
善
努
力
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

国
土
交
通
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
評
価
を
踏
ま
え
た
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
努
力
に
よ
り
、
一
層
の
輸
送
の
安
全
の
強
化
が
図
ら
れ

二



る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
株
式
会
社
日
本
航
空
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
以
下
「
日
本
航
空
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
運

輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
日
本
航
空
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
安
全
管
理
体
制
の
構
築
、
実
施
及
び

維
持
に
関
す
る
取
組
の
整
備
・
充
実
が
相
当
程
度
図
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
日
本
航
空
の

安
全
管
理
体
制
の
構
築
に
係
る
一
連
の
取
組
に
つ
い
て
は
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
が
、
安
全
重
点
施
策

の
達
成
度
の
把
握
手
法
の
確
立
、
経
営
層
と
中
間
管
理
層
と
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
、
安
全
教
育
の
有
効

性
を
確
認
し
改
善
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
構
築
、
経
営
管
理
部
門
を
対
象
と
し
た
内
部
監
査
体
制
の
確
立
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
安
全
管
理
体
制
の
更
な
る
改
善
に
向
け
、
引
き
続
き
努
力
す
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

国
土
交
通
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
評
価
を
踏
ま
え
た
日
本
航
空
の
努
力
に
よ
り
、
一
層
の
輸
送
の
安
全
の
強
化
が
図
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

警
察
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
三
鷹
事
件
」
に
つ
い
て
、
そ
の
旨
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

三



被
害
の
届
出
等
が
な
く
、
刑
事
事
件
と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
。

御
指
摘
の
「
浦
和
事
件
」
は
、
平
成
十
三
年
一
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
こ
ろ
ま
で
の
間
に
、
東
日
本
旅
客
鉄

道
労
働
組
合
（
以
下
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
」
と
い
う
。
）
の
組
合
員
で
あ
る
被
疑
者
七
人
が
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
以

下
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
」
と
い
う
。
）
大
宮
支
社
浦
和
電
車
区
事
務
所
等
に
お
い
て
、
他
の
労
働
組
合
の
組
合
員
と
行
動
を
共
に

す
る
な
ど
し
た
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
組
合
員
を
集
団
で
脅
迫
し
、
同
組
合
か
ら
脱
退
さ
せ
、
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
退
職
さ

せ
た
強
要
事
件
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
当
該
事
件
に
つ
い
て
は
、
警
視
庁
に
お
い
て
、
所
要
の
捜
査
を
行
い
、
平
成

十
四
年
十
一
月
一
日
に
被
疑
者
七
人
を
強
要
罪
で
逮
捕
し
、
翌
日
、
東
京
地
方
検
察
庁
検
察
官
に
送
致
し
た
も
の
と
承
知
し

て
い
る
。

御
指
摘
の
「
佐
久
事
件
」
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
組
合
員
が
、
同
組
合
の
組
合
員
か
ら
傷
害
を
受
け
た
と
し
て
、
平
成
十
八

年
十
月
六
日
、
長
野
県
警
察
に
告
訴
し
た
事
件
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
当
該
事
件
に
つ
い
て
は
、
現
在
捜
査
中
で
あ

り
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

御
指
摘
の
「
長
岡
事
件
」
は
、
平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
社
員
で
あ
る
被
疑
者
二
人
が
、
新
潟
県
長

岡
市
内
に
お
い
て
、
同
社
の
社
員
三
人
に
暴
行
を
加
え
た
事
件
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
当
該
事
件
に
つ
い
て
は
、
新

四



潟
県
警
察
に
お
い
て
、
所
要
の
捜
査
を
行
い
、
平
成
十
七
年
八
月
十
七
日
に
被
疑
者
二
人
を
傷
害
罪
で
新
潟
地
方
検
察
庁
検

察
官
に
送
致
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

な
お
、
警
察
は
、
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
行
為
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
引
き
続
き
、
厳
正
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

お
尋
ね
の
「
革
マ
ル
派
と
事
件
と
の
係
わ
り
」
に
つ
い
て
は
、
「
浦
和
事
件
」
で
逮
捕
さ
れ
た
七
人
の
中
に
は
、
日
本
革

命
的
共
産
主
義
者
同
盟
革
命
的
マ
ル
ク
ス
主
義
派
（
以
下
「
革
マ
ル
派
」
と
い
う
。
）
の
活
動
家
と
み
ら
れ
る
者
が
い
る
と

承
知
し
て
い
る
。
警
察
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
全
日
本
鉄
道
労
働
組
合
総
連
合
会
及
び
Ｊ
Ｒ
東
労
組
と
い
う
公
共
交
通
機

関
の
労
働
組
合
に
お
け
る
革
マ
ル
派
の
動
向
に
つ
い
て
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
の
観
点
か
ら
重
大
な
関
心
を
払
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
輸
送
の
安
全
の

確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
鉄
道
事
業
者
に
対
し
、
鉄
道
運
転
事
故
、
輸
送
障
害
等
の
報
告
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
の
報
告
の
中
で
、
御
指
摘
の
四
つ
の
事
件
に
係
る
報
告
は
受
け
て
お
ら
ず
、
輸
送
の
安
全
に

係
る
問
題
が
生
じ
た
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
土
交
通
省
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
て
こ
れ
ら
の
事
件
に

五



係
る
指
導
、
助
言
は
し
て
い
な
い
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
革
マ
ル
派
の
浸
透
問
題
」
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
適
切
に
事
業
を
運
営
し
て
い
く
上
で
必
要
と
な
る

労
使
関
係
を
い
か
に
構
築
し
て
い
く
か
と
い
う
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
経
営
上
の
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省
と
し
て
指

導
、
助
言
は
し
て
い
な
い
。

七
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
鉄
道
事
業
法
に
基
づ
き
、
輸
送
の
安
全
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
鉄
道
事
業
者

に
対
し
、
鉄
道
運
転
事
故
、
輸
送
障
害
等
の
報
告
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
の
報

告
の
中
で
、
御
指
摘
の
四
つ
の
事
件
に
係
る
報
告
は
受
け
て
お
ら
ず
、
輸
送
の
安
全
に
係
る
問
題
が
生
じ
た
と
は
承
知
し
て

い
な
い
。

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
限
ら
ず
す
べ
て
の
事
業
者
に
共
通
し
て
、
経
営
幹
部
へ
の

面
談
調
査
等
を
行
い
、
安
全
に
係
る
経
営
幹
部
と
現
場
と
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保
の
体
制
が
構
築
さ
れ
、

そ
れ
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
評
価
を
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
評
価
の
際
に
、
そ
れ
ら
の

六



体
制
が
未
構
築
で
あ
る
こ
と
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
等
を
確
認
し
た
場
合
に
は
、
国
土
交
通
省
と
し
て

必
要
な
助
言
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

輸
送
の
安
全
の
確
保
に
問
題
が
あ
る
か
否
か
に
関
し
て
は
、
列
車
衝
突
事
故
等
の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
事
態
等
の
個
別
の
事
案
に
基
づ
き
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
限
ら
ず
す
べ
て
の
事
業
者
に
共
通
し
て
、
経
営
幹
部
へ
の

面
談
調
査
等
を
行
い
、
安
全
に
係
る
経
営
幹
部
と
現
場
と
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保
の
体
制
が
構
築
さ
れ
、

そ
れ
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
評
価
を
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
革
マ
ル
派
浸

透
問
題
」
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
適
切
に
事
業
を
運
営
し
て
い
く
上
で
必
要
と
な
る
労
使
関
係
を
い
か
に
構
築
し
て

い
く
か
と
い
う
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
経
営
上
の
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省
と
し
て
指
導
、
助
言
は
し
て
い
な
い
。

九
に
つ
い
て

参
議
院
議
員
山
下
�
洲
夫
君
提
出
Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東
労
組
な
ど
Ｊ
Ｒ
労
組
に
浸
透
す
る
革
マ
ル
派
の
実
態
等
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
参
質
一
六
四
第
五
三
号
）
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
と
し
て
承
知
し
て
い
る
。

七



十
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
東
労
組
内
に
革
マ
ル
派
が
浸
透
し
て
い
る
と
さ
れ
る
問
題
に
つ
い
て
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
経
営
陣
の
対
応
に
関
し
て
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
適
切
に
事
業
を
運
営
し
て
い
く
上
で
必
要
と
な
る
労
使
関
係
を
い
か
に
構
築
し
て
い
く
か
と
い
う
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
経
営
上
の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
経
営
陣
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
が
答
弁
す
る
立

場
に
な
い
。

十
一
及
び
十
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
輸
送
の
安
全
の
確
保
及
び
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
の
観
点
か
ら
重
大
な
関

心
を
持
ち
、
関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
に
基
づ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
者
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
輸
送
の
安
全

に
問
題
が
生
じ
た
場
合
や
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
行
為
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
等
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
、
厳
正
に
対

処
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

八


